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ＪＡがんばる農家応援事業  ～JA20%、町20%の40%補助で農業用ハウスの整備を支援～

ＪＡ信州諏訪  営農部  ～「なくてはならないＪＡ」に向けた自己改革の実践～

【支援実績】
■平成28年度
　　・支援農家数／６農家（キク農家３、カーネーション農家２、セルリー農家１）
　　・支援施設数／農業用ハウス13棟、3,723㎡
　　・支援金額／5,030,318円（整備費25,151,594円の20%相当）
■平成29年度
　　・支援農家数／12農家（キク農家５、カーネーション農家６、セルリー農家１）
　　・支援施設数／農業用ハウス33棟、6,716㎡
　　・支援金額／12,392,000円（整備費61,963,241円の20%相当）

　全国的な傾向として農業従事者は年々減少しています。富士見町でも総農家数は10年前に比べて215戸減少していま
すが、専業農家数は32戸増加し、昭和40年代から続いた減少傾向から、現在は回復基調に転じています。
　専業農家が増加したことは、これからの富士見町の農業にとって明るい兆しです。町はJA信州諏訪や関係機関と連携して、
農業をがんばっている農家を応援しています。

　JA信州諏訪は第３期長期構想21後期中期３カ年計画にもとづき、「がんばる農家応援事業」などを通じて、農家所得の
増大と地域社会への貢献を目標とした、JA自己改革の着実な実践に取り組んでいます。
　JAがんばる農家応援事業は、流通情勢や市場からの要望により今後需要が期待される７品目（セルリー・パセリ・ほうれん
そう・果菜類・きく・カーネーション・トルコギキョウ）に絞り取り組みを行っています。
　施設は担い手の事情に合わせた規格とし、作期を拡大させるための付帯設備等も対象としていま
す。また、初期投資の負担が軽減できるようJAの施設貸付による事業となっています。
　平成28年度からの富士見町の事業申請数は、JA信州諏訪総体の35％を占めています。
　大変好評であり多くの施設が建設されている要因は、JA単独支援だけではなく、町の早期支援決
定による事業開始時からの協同支援成果であり、担い手の経営安定の一助となっています。

　平成28年にJA信州諏訪が振興品目の生産に必要な農業用ハウス等の建設に対して約20%を支援する「がんばる農家
応援事業」を創設しました。町も他の諏訪５市町村に先駆けて約20%の協同支援を決定し、町内のがんばる農家の支援
を開始しました。
　その結果、15農家が本事業を利用し、46棟の農業用ハウスを建設しました。農産物の品質安定や長期栽培による生産
量の増加と労働時間の平準化により、農家所得が向上し、経営の安定化が図られています。

問



広報ふじみ  2018.1広報ふじみ◆ 2018.83

fujimi marché
～8月11日と９月１日・15日に企業朝市「富士見マルシェ」の開催が決定しました。

ぜひ、お出かけ下さい︕～
　7月11日にオープンした「ゆめひろば富士見」で、町内に参入した法人等が中心となって安心安全な農産物を地域
住民等にお手ごろ価格で販売する企業朝市「富士見マルシェ」が全３回開催されることが決定しました。

■開催場所／「ゆめひろば富士見」特設会場（町民センター前）

■朝マルシェ ※全2回
【朝マル1st】

■日時／9月1日（土） 午前8時～10時
■販売／㈱あぐりクリエイト信州諏訪、オリックス八ヶ岳農園㈱

㈲トップリバー富士見農場、㈱八ヶ岳みらい菜園
【朝マル2rd】 ※軽トラ市と同時開催
■日時／9月15日（土） 午前8時～10時
■販売／㈱あぐりクリエイト信州諏訪、オリックス八ヶ岳農園㈱

㈲トップリバー富士見農場、㈱八ヶ岳みらい菜園

利用者の声／カーネーションの長期栽培を実現して日本一の産地を守りたい！

利用者の声／セルリーの施設栽培が実現して品質向上と収入期間が拡大しました！

■がんばる農家応援事業で整備したハウスで栽培されているカーネーション、キク、セルリーは品質が向上しています

■オープンマルシェ ※軽トラ市と同時開催
日時／8月11日（土） 午前8時～10時
販売／㈱あぐりクリエイト信州諏訪（キャベツ他）

オリックス八ヶ岳農園㈱（サラダホウレンソウ他）
㈲トップリバー富士見農場（レタス他）
㈱八ヶ岳みらい菜園（トマト、ブロッコリー他）

特典／先着200名に野菜等１個を無料配布します

■小池 潤さん【37歳　カーネーション農家】
平成28年と平成29年にJAがんばる農家応援事業を利用してカーネーション用のハウス５
棟、10aの施設化が実現しました。諏訪地方のカーネーションは夏秋期の生産量が日本一
の産地で、その半数が富士見町内で生産されています。近年は生産量が落ち込み、産地と
しての力が弱くなることに危機感を抱き、JAがんばる農家応援事業を利用しました。施設が
増加したことで長期栽培が可能になり、出荷量の増加が期待できます。課題は多くあります
が、日本一をつくった世代からバトンを受け取り、守る世代の一人として、たくさんのカーネーシ
ョンを日本中に届けたいと思います。

■植松高浩さん【33歳　セルリー農家】
平成28年と平成29年にJAがんばる農家応援事業を利用してセルリー用のハウス４棟、
21aを建設しました。農家にとって施設の投資は経営に大きな負担となります。なかなか施
設栽培に踏み出せなかった時に、JAがんばる農家応援事業が創設され、これをきっかけにハ
ウス建設を決めました。天候に左右されやすい農業にとって施設栽培は品質の向上、安定
化にもつながり、また露地栽培の前後、春と秋の生産・出荷の実現により収入期間が拡大し、
経営の安定化、雇用の確保にもつながりました。


